
様式第２（第７条関係） 

 

新城市農地利用最適化推進委員応募申込書 

 

令和○○年○○月○○日  

 新城市農業委員会長 殿 

 

 次のとおり新城市農地利用最適化推進委員に応募します。 

 なお、募集の要件は全て満たしています。 

 

住所 
（〒４４１－○○○○） 

新城市○○字○○○○番地 
電話番号 

０５３６－○○ 

－○○○○ 

ふりがな  しんしろ  はなこ 
性別 女 

氏名 新  城  花  子      

年齢 昭和５８年 １月 １日生（満４０歳） 職業 農業 

経歴 
平成１７年３月○○大学卒業、就職。 

平成２２年６月就農 公職歴等無し。 

応募の理由

又は動機 

認定農業者である夫との結婚と同時に就農しました。農業経営を通じて感じ

たことは、耕作放棄地は解消・有効利用しなければならないのでは、という

ことです。そのため、自分の経験を耕作放棄地の解消等に役立てたいと考え、

今回応募した次第です。 

農業委員の推薦又は応募の有無 □ 有  □ 無 

備考 １ この申込書に記入された事項は、農業委員会等に関する法律施行規則第１２条の

規定により、住所及び電話番号を除き全て公表します。 

   ２ 農業に従事する者の場合は、裏面も必ず記入してください。 

３ 「経歴」欄には、最終学歴、職歴、農業行政又は農業関係団体の勤務経験、農業

教育・研究機関等での経験歴、公職歴等を記入してください。 

 

  

記載例 

基準日である令和 8 年 10 月 30 日時点

の年齢を記入してください。 

農業委員にも応募、あるいは推薦を受けてい

るか否かを記入して下さい。 



（裏面） 

【農業経営の状況等】 

農業経営 

の状況 

経営形態  □ 専業  □ 兼業  □ 自家消費 

耕作面積 
 □ 自作地（   ３０  アール） 

 □ 借地 （   １０  アール） 

営農類型 

 □ 水稲  □ 露地野菜  □ 施設野菜  □ 果実 

 □ 花き・植木  □ 酪農・肉牛・肥育  □ 養豚  

 □ 養鶏  □その他（              ） 

認定農業者等 

の該当状況 

□ 認定農業者（個人）又は認定農業者（法人又は団体）の役員である者 

□ 認定農業者に準ずる者 

 ① 認定農業者（個人）又は認定農業者（法人又は団体）の役員等であ

った者 

 ② 認定農業者が行う耕作又は養畜の事業に従事し、その経営に参画す

る親族 

 ③ 認定就農者（法人又は団体の場合は役員等） 

 ④ 集落営農組織の役員 

 ⑤ 農業の振興に関する国又は地方公共団体の計画に位置付けられた

農業者であって、当該農業委員会の区域の農業において中心的な役割

を果たすことが見込まれる者（法人又は団体の場合は役員等） 

 ⑥ 農業の経営又は技術について優れた知識及び経験を有し、地域にお

いて指導的な立場にある者として地方公共団体に認められた農業者 

 ⑦ 農業経営基盤強化促進法に基づき市町村が作成する基本構想にお

ける効率的かつ安定的な農業経営の指標の水準に達している者（法人

又は団体の場合は役員等） 

□ 認定農業者又は認定農業者に準ずる者でない者 

備考 １ 該当する項目の□欄にレ印を記入してください。 

   ２ 「役員等」とは、認定農業者（法人又は団体）の役員及びその法人又は団体が行

う耕作又は養畜の事業に関する権限及び責任を有する使用人をいいます。 

認定農業者等でない一般の農業者の方等は、一番下の□欄にレ

印を記入してください。今回の記載例の場合認定農業者の経営

に参画する親族からの応募であるため、「認定農業者に準ずる

者」の欄にレ印が記載してあります。 


